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７月３日（水）は２年生を対象に，７月４日（木）は３年生を対象に，性教育講演会が行
われました。 
まず，２年生は「世界でたったひとりの大切なあなたへ」という演題で，ＣＡＰおかやま

の先生からお話を聞きました。命の大切さや性の多様性などについて，深く考えることがで
きました。「みんなちがって，みんないい。」というメッセージが生徒の心に強く響いたと
思います。 
３年生は，学校薬剤師の先生に「性感染症の予防」についてご講演をいただきました。若

い世代に性感染症が広がっている中，子どもたちの大切な将来のために，性感染症に関する
正しい知識を専門家から学習することができて良かったと思います。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（木），本年度第１回目の学校評議員会を開催しました。まず，全学級の授業を

参観していただきました。そして，本年度の学校経営方針等の説明の後，学校評議員の皆様

から本校の教育について，様々な視点からご意見やご提言をいただきました。生徒の健やか

な成長や教育活動の改善に活かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評議員の方々からいただいたご意見等の一部  

 授業中後ろを向いている生徒もいたが，大きな声で発音練習をしている生徒も多く，がんばっている様子

が見られた。 

 授業を参観して，生徒たちが少しずつ成長している姿が見られた。大人になってきている。これからも成長

していってほしい。 

                                             【裏面につづく】 

生徒の感想【一部抜粋】 

・ 今自分がいることは，とてもすごいことなんだと思った。性別は３つあることも初めて知った。「常識」や

「普通」という言葉にとらわれないで，しっかり考えていこうと思った。（２年生） 

・ 世界でたった一人だからこそ，自分の命は大切だと分かった。（２年生） 

・ 性に関して誤解していたところもあった。改めて，自分の命と自分自身そして相手も大切にすることが大

切だと思った。（２年生） 

・ 性感染症を予防するためには，まず性感染症と予防法について正しい知識を身に付けておくことが大

切だと分かった。自分には関係ないと目を背けるわけにはいかないと思った。（３年生） 

・ 性行為には，責任が伴うということが強く印象に残った。性行為には相手を伴うため，相手への思いや

りが大切であることを覚えておきたい。（３年生） 

・ 何か不安なことがあれば，自分一人で悩まず，身近な人に相談して，自分の身は自分で守るようにした

いと思った。（３年生） 



 

 船穂小と船穂支所の間の道路が，交通量が多い。登下校の際，歩行者は右側，自転車は左側を通行す

るように徹底して，交通安全に努めてほしい。 

 ヘルメットの顎ヒモが外れている生徒を見かけることがある。ヘルメットをしっかりと着用して，自分の命を守

ってもらいたい。 

 不審者情報等が気になっている。登下校時の安全に特に気をつけてほしい。 

 部活動などを通して，他校生徒の交流もより深められたらよいと思う。 

 ＰＢＩＳ（スマイル船穂カードや生徒による行動チャート作り）の取組は，生徒の自己肯定感を高めるのによ

いと思う。続けていってほしい。 

 畑仕事をしていたら，中学生があいさつをしてくれる。うれしい。 

 放課後の学習支援に地域の人々の協力を得てみてはどうか。 

 学校だけでは解決できないことがあれば，地域が一緒に解決していけたらと思う。 

 中学生も地域で活躍してもらいたい。 


